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復帰五〇年　沖縄からの視座特
集

　
有
事
へ
の
危
機
感

　
「
沖
縄
は
ま
た
捨
て
石
に
さ
れ
る
」。
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
攻
し
、

多
く
の
民
間
人
が
殺
り
く
さ
れ
て
い
る
と
い
う
報
道
に
接
し
、
沖
縄
で
は

こ
の
よ
う
な
恐
怖
心
が
広
っ
て
い
る
。
沖
縄
の
人
び
と
ほ
ど
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
民
間
人
の
死
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
て
い
る
人
び
と
は
日
本
国
内
に

い
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
念
頭
に
、
東
京
で
は

台
湾
有
事
に
備
え
て
、
軍
備
を
強
化
す
べ
き
と
い
う
言
説
が
急
速
に
強
ま

っ
て
い
る
か
ら
だ
。
元
首
相
ら
が
米
国
と
の
核
兵
器
共
有
を
堂
々
と
唱
え

る
状
況
は
、
台
湾
有
事
が
起
こ
れ
ば
、
沖
縄
が
核
戦
争
の
戦
場
に
な
る
こ

と
を
想
起
さ
せ
る
。

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
で
、
日
本
本
土
決
戦
に
向
け
た
時
間
稼
ぎ
の
た
め

復
帰
五
〇
年　

沖
縄
か
ら
の
視
座

日
本
復
帰
五
〇
年

沖
縄
の
自
己
決
定
権
を
巡
る
現
在
地

南
西
諸
島
へ
の
ミ
サ
イ
ル
配
備
計
画
が
現
実
味
を
帯
び
る
中
、

沖
縄
の
人
び
と
が
抱
く
﹁
再
び
敵
の
標
的
に
さ
れ
る
﹂
こ
と
へ
の
危
機
感
と
恐
怖
を
、

﹁
本
土
﹂
の
人
び
と
は
い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

﹁
国
益
﹂
の
名
の
下
、
国
防
の
道
具
と
さ
れ
続
け
て
き
た
沖
縄
に
と
っ
て
﹁
復
帰
﹂
と
は
果
た
し
て
何
だ
っ
た
の
か
。

植
民
地
的
状
況
の
続
く
沖
縄
の
自
己
決
定
権
を
巡
る
現
在
地
を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。

琉
球
新
報
編
集
局
次
長
兼

報
道
本
部
長

新
垣
　毅

あ
ら
か
き
・
つ
よ
し

一
九
七
一
年
、
沖
縄
県
那
覇
市
生
ま
れ
。
琉
球
大
学
卒
、
法
政
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
（
社
会
学
）。

一
九
九
八
年
、
琉
球
新
報
社
入
社
。
編
集
委
員
、
社
会
部
デ
ス
ク
、
東
京
報
道
部
長
、
政
治
部
長
な
ど

を
経
て
二
〇
二
一
年
四
月
か
ら
現
職
。
沖
縄
の
自
己
決
定
権
を
問
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
報
道
で
一
五
年
に

第
一
五
回
「
石
橋
湛
山
記
念 

早
稲
田
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
賞
」
を
受
賞
。
著
書
に
『
沖
縄
の
自
己
決

定
権
―
―
そ
の
歴
史
的
根
拠
と
近
未
来
の
展
望
』（
高
文
研
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
。

搭
載
で
き
る
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
南
西
諸
島
に
配
備
す
る
計
画
を
進

め
て
い
る
。

　

ミ
サ
イ
ル
や
核
兵
器
を
沖
縄
に
配
備
す
る
、
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
米

国
が
「
敵
」
と
想
定
す
る
、
例
え
ば
中
国
や
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
も
対
抗
し
、

南
西
諸
島
に
核
弾
頭
を
搭
載
し
た
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
向
け
る
こ
と

を
誘
発
す
る
。
中
国
や
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
で
も
開
発
が
進
む
中
距
離
弾
道

ミ
サ
イ
ル
は
、
一
度
撃
ち
合
う
と
、
迎
撃
が
困
難
な
た
め
、
お
互
い
が
破

滅
状
態
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
沖
縄
の
被
害
は
沖
縄

戦
当
時
の
比
で
は
な
い
。
核
ミ
サ
イ
ル
二
、
三
発
で
恐
ら
く
再
起
不
能
な

ほ
ど
の
焦
土
と
化
し
、
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
地
獄
の
島
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

沖
縄
の
基
地
負
担
を
平
時
と
有
事
に
分
け
て
考
え
る
と
、
有
事
の
負
担

は
ミ
サ
イ
ル
戦
争
と
い
う
、
よ
り
殺
り
く
性
が
高
く
、
住
民
が
逃
げ
ら
れ

な
い
壊
滅
的
な
状
況
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
近
年
、
想
定
さ
れ
る
有
事

の
負
担
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
平
時
の
負
担
も
増
え
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
艦
船
が
来
て
南
西
諸
島
付
近
で
演
習
し
た
り
、
米
軍
の
外
来
機

が
飛
来
し
た
り
し
、
訓
練
や
演
習
が
激
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
騒
音

被
害
は
悪
化
し
、
事
件
事
故
の
可
能
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。

の
「
捨
て
石
」
に
さ
れ
た
沖
縄
。
一
般
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
地
上
戦
に
よ

っ
て
、
当
時
の
沖
縄
住
民
の
四
分
の
一
が
命
を
落
と
し
、
集
落
、
文
化
財
、

自
然
は
ず
た
ず
た
に
破
壊
さ
れ
た
。
そ
の
戦
争
に
よ
る
教
訓
は
「
軍
隊
は

住
民
を
守
ら
な
い
。
守
る
ど
こ
ろ
か
殺
し
さ
え
す
る
」「
軍
隊
や
基
地
が
あ

れ
ば
敵
の
標
的
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
沖
縄
戦
時
の
恐
怖
が
再
び
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。
二
〇
一
六
年

施
行
の
安
保
法
制
を
基
に
、米
軍
と
自
衛
隊
は
軍
事
的
一
体
化
を
強
め
、南

西
諸
島
は
台
湾
有
事
を
想
定
し
た
軍
事
拠
点
と
し
て
共
同
作
戦
の
中
心
的

存
在
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
自
衛
隊
の
ミ
サ
イ
ル
部
隊
な
ど
が
次
々
に
配

備
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ざ
有
事
が
起
き
た
場
合
、
住
民
は
い
つ
、
ど
こ
に

ど
う
逃
げ
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
住
民
保
護
の
議
論
は
一
向
に
進
ん
で
い

な
い
。
一
方
、
米
国
は
最
低
で
も
広
島
原
爆
級
の
威
力
が
あ
る
核
弾
頭
を

　

近
年
、
沖
縄
で
は
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
返
還
に
伴
う
名
護
市
辺
野
古

の
新
基
地
建
設
に
反
対
す
る
運
動
が
盛
ん
だ
。
知
事
選
や
国
政
選
挙
で
も
、

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
是
非
が
大
き
な
争
点
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
こ

こ
に
来
て
、
米
中
対
立
が
激
し
く
な
り
、
台
湾
有
事
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、も
は
や
新
基
地
の
負
担
ど
こ
ろ
か
、南
西
諸
島
全
体
が
核辺野古新基地建設反対の座り込みの現場

戦
争
の
戦
場
に
な

る
危
険
性
が
高
ま

り
、
さ
ら
に
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
よ
っ
て
戦

争
が
珍
し
く
な
い

風
景
に
な
り
、
ロ

シ
ア
や
中
国
に
対

す
る
好
戦
的
な
言

動
が
メ
デ
ィ
ア
や

ネ
ッ
ト
空
間
で
飛

び
交
う
よ
う
に
な

っ
た
。
も
は
や
沖

縄
の
基
地
負
担
と

い
う
場
合
の
議
論

は
、
辺
野
古
の
問

題
に
と
ど
ま
ら
ず
、


